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池間島の美しい白砂の浜辺

宮古島　地図

伊良部大橋

宮古島から伊良部島に向かう人々

宮古島の東平安名崎の灯台

下地島の滑走路を指さす宮古島下地敏彦市長と

米国国際投資銀行役員

パーク会長（右）とご一緒に仁川大橋地図

済州島（チェジュド）地図韓国企業とミーティング 仁川国際空港第２ターミナルの

完成予想図 盛大なパーティの様子

ワシントンＤＣのワシントン・タイムズ本社マクデビット会長仁川のカジノホテル

来間島のサトウキビ畑 東洋一美しいと言われる与那覇前浜 伊良部大橋開通式テープカット

伊良部大橋

開通

宮 古 島 は 宝 島 に な れ る の か ！ Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ａ
役
員

国
際
投
資
銀
行
役
員
と
共
に

宮
古
島
を
視
察

　

3
月
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ａ
役
員
は
米
国

の
国
際
投
資
銀
行
役
員
と
共
に

宮
古
島
を
視
察
訪
問
し
た
。
伊
良

部
大
橋
開
通
で
、
宮
古
島
と
伊

良
部
島
が
繋
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

3
千
メ
ー
ト
ル
の
滑
走
路
が
あ

る
下
地
島
の
有
効
活
用
が
い
よ

い
よ
現
実
的
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

下
地
島
は
面
積
9.

54
ｋ
㎡
、
周

囲
17.

5
ｋ
㎡
の
平
坦
な
島
で
あ

る
。
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
十
二

分
の
広
さ
で
あ
る
。

　

東
洋
一
美
し
い
海
と
言
わ
れ

る
与
那
覇
前
浜
ビ
ー
チ
や
東
平

安
名
崎
が
あ
る
宮
古
島
、
サ
ト

ウ
キ
ビ
畑
や
隠
れ
家
の
カ
フ
ェ
が

点
在
す
る
来
間
島
や
美
し
い
白

砂
の
砂
浜
が
有
名
な
自
然
豊
か

な
池
間
島
。
そ
し
て
伊
良
部
大

橋
で
宮
古
島
と
伊
良
部
島
が
繋

が
り
、
伊
良
部
島
と
下
地
島
は

多
数
の
橋
で
繋
が
っ
て
い
る
。

　

伊
良
部
大
橋
が
開
通
し
た
こ

と
で
沖
縄
県
の
5
つ
の
島
が
ひ

と
つ
に
な
り
、
今
ま
で
よ
り
も
時

間
を
気
に
せ
ず
ゆ
っ
た
り
5
つ
の

島
を
巡
る
こ
と
が
出
来
る
。
沖

縄
を
訪
れ
る
観
光
客
に
と
っ
て

は
、
訪
れ
甲
斐
の
あ
る
魅
力
的

な
リ
ゾ
ー
ト
地
と
言
え
よ
う
。

　

美
し
い
海
に
浮
か
ぶ
常
夏
の
島
、
宮
古

島
。
周
辺
の
南
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
も
良
く
、
宮
古
島
は
ア
ジ
ア
の
一
大

総
合
リ
ゾ
ー
ト
の
中
心
と
し
て
の
条
件
を

十
二
分
に
備
え
て
い
る
と
し
て
、
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

伊良部大橋開通

　 今年1月31日、全長3,540ｍの無料で
渡れる日本一長い橋が宮古島と伊良部
島を結んだ。 開通式には JEPA下地
会長・徳田代表も招かれて、沢山の人々
と共に記念すべき日を祝った。

韓国視察訪問
今年2月3月、下地会長及び徳田代表は、米国
投資会社役員と共に韓国を訪問、韓国の企業
経営者や政府関係者との会談を行った。

5月、JEPA役員は韓国

を訪問、パーキントン・

グループ・ T ・パーク会

長主宰のセレモニーに

招待を受け出席した。

韓
国
の
金
融
グ
ル
ー
プ
Ｎ
Ｈ
Ｆ
Ｇ

の
会
長
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
就
任
し
た

Ｙ
・
Ｈ
・
キ
ム
氏
の
祝
賀
会
に

出
席
。
韓
国
外
務
省
高
官
を
始

め
、
駐
韓
チ
リ
大
使
、
駐
韓
モ
ン

ゴ
ル
大
使
や
、
韓
国
の
有
力
企
業

の
会
長
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
多
数
出
席
さ

れ
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
の
主
宰
者
Ｔ
・

パ
ー
ク
会
長
は
、
長
く
下
地
会
長

と
交
友
し
、
韓
国
経
済
の
重
鎮
と

し
て
活
躍
を
続
け
て
い
る
。

　

韓
国
は
朴
槿
恵
大
統

領
の
も
と
、
今
年
1
月
に

政
府
を
挙
げ
て
の
「振
興

対
策
」
を
発
表
し
た
。
主

な
内
容
と
し
て
、
2
か
所

の
大
型
カ
ジ
ノ
リ
ゾ
ー
ト

建
設
、
外
国
人
観
光
客

を
目
的
と
し
た
免
税
店
・

観
光
ホ
テ
ル
建
設
な
ど
の

観
光
産
業
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
も
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
仁
川
国
際
空
港

が
あ
る
永
宗
島
（ヨ
ン
ジ
ョ

ン
ド
）と
済
州
島
（チ
ェ
ジ
ュ

ド
）
が
複
合
リ
ゾ
ー
ト
開

発
の
有
力
建
設
候
補
地

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
仁

川
国
際
空
港
第
2
タ
ー

ミ
ナ
ル
は
、
18
年
の
平
昌

冬
季
五
輪
前
の
17
年
末

完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

各
国
の
関
係
企
業
が

韓
国
で
初
と
な
る
カ
ジ

ノ
を
含
む
大
規
模
統
合

型
リ
ゾ
ー
ト
の
建
設
に

強
い
関
心
を
示
す
中
、

既
存
の
日
韓
合
弁
会
社

を
足
掛
か
り
と
し
て
、

既
に
建
設
工
事
を
開
始

し
て
い
る
日
本
企
業
も

あ
る
。
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
韓
国

と
の
強
い
繋
が
り
を
保

ち
な
が
ら
、
今
後
も
継

続
的
に
視
察
訪
問
を
行

う
予
定
だ
。

ワシントン・タイムズ　マクデビット会長　訪日

3月、米国ワシントン・タイムズ紙Ｔ・マクデビット会長が約10ヶ月ぶりに再々訪日、
ＪＥＰＡ役員、政府関係者と共に会談した。

　 今年3月、氏はＪＥＰＡ役員と共に沖縄を訪問、宜野
湾市佐喜真市長や元沖縄県知事の大田昌秀氏と会談
し、普天間基地の視察もされた。このたびの会談では、
昨年より更に硬直の度合いが強まった感のある日本と隣
接するアジア諸国との問題についても話し合われた。
　
ＪＥＰＡ役員がワシントンを訪問今月末、改めてマクデ
ビット会長との会談が予定されている。



  『本会は、日本とASEAN諸国との相互の文化的理解を
基盤として、経済的社会的発展と国民相互の友好協力に
　　　　　　貢献することを目的とする』

本部：　東京都千代田区神田錦町３－２
　　　　　　電話(03)5280-6123

アセアン加盟国
活  動  内  容

ネットワーク・サービス
インドネシア　　マレーシア　
フィリピン　　　　シンガポール
タイ　　　　　　   ブルネイ
ベトナム　　　　  ラオス
ミャンマー　　　　カンボジア
日本　　　　　　　中国
韓国

アセアン各国諸機関とのネットワーク
国際交流に関する支援活動

教育・研修・研究活動
国際会議・シンポジウムの開催

海外視察団派遣

ビジネス・サポート
企画･開発業務等に関するサポート
海外進出・合弁企業等に関するサポート

出版活動
アセアン時事ニュースの発行

政治・経済・文化資料の提供

新時代を切り拓き、企業の発展に貢献する経済団体です。
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国連防災世界会議これぞ歴史的勝利！ブータン・サッカー

ブータン経済大臣、内務大臣　相次いで来日
Ｎ
・
ワ
ン
チ
ュ
ク
経
済
大
臣

Ｄ･

ド
ル
ジ
経
済
大
臣

　

3
月
8
日
、
ノ
ル
ブ
・

ワ
ン
チ
ュ
ク
・
ブ
ー
タ
ン

経
済
大
臣
が
、
日
本
外
務

省
の
招
待
で
訪
日
さ
れ
た
。

ワ
ン
チ
ュ
ク
大
臣
は
滞
在

中
、
昨
年
6
月
の
日
本
・

ブ
ー
タ
ン
首
脳
会
談
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
観
点

か
ら
、
両
国
の
経
済
分
野

に
お
け
る
協
力
を
中
心
に
、

日
本
政
府
、
国
会
関
係
者
、

企
業
経
営
者
と
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　

14
日
に
は
下
地
会
長
及

び
徳
田
ブ
ー
タ
ン
名
誉
総

領
事
に
よ
る
歓
迎
夕
食
会

が
都
内
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
た
。
ワ
ン
チ
ュ
ク
経
済

大
臣
ご
一
行
と
、
既
に

ブ
ー
タ
ン
と
の
協
力
事
業

を
営
ん
で
い
る
企
業
経
営

者
及
び
、
今
後
ブ
ー
タ
ン

と
の
企
業
協
力
を
望
む
企

業
の
方
が
出
席
さ
れ
、
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

3
月
14
日
か
ら
18

日
、
仙
台
市
で
国
連

防
災
世
界
会
議
が

開
催
さ
れ
、
ダ
ム

チ
ョ
・
ド
ル
ジ
内
務

大
臣
が
出
席
さ
れ
た
。

　

国
連
防
災
世
界
会

議
は
、
国
際
的
な
防

災
戦
略
に
つ
い
て
議

論
す
る
国
連
主
催
の

会
議
で
あ
り
、
3
回

目
と
な
る
今
回
は
、

世
界
の
2
０
０
国
近

い
国
々
か
ら
閣
僚
級

も
し
く
は
そ
れ
以
上

の
大
臣
が
出
席
し
た
。

　

会
議
目
的
は
、
全

世
界
の
災
害
に
よ
る

被
害
の
軽
減
を
目
指

す
21
世
紀
の
新
し
い

防
災
指
針
の
策
定
で

あ
り
、
特
に
今
回
は
、

頻
発
す
る
世
界
中
の

地
震
、異
常
気
象
な
ど

の
災
害
に
よ
る
死
者

や
破
壊
を
２
０
３
０
年

ま
で
に
著
し
く
低
減

す
る
目
標
を
定
め
た
。

為末大さん

ブータン親善大使に

「スポーツ発展に協力」

親善大使に任命され、ブータンの民族衣装で
調印式に臨んだ為末大さん

JEPA役員と歓談するドルジ経済大臣（右）
先制点を挙げ、チームメートと歓喜するブータンのツェリン 

仙台で開催された国連防災世界会議

為末さんは「スポーツで人を
育てる活動によって、ブータ
ンのスポーツ文化の発展に協
力していきたい」と意欲をみ
せている。ブータンは五輪を
経験した選手が少なく、メダ
ルは一つも獲得していない。

　3月12日、2018年に開催予定のロシア・ワールドカップのアジア1次予選
第1戦で、初参加のブータンが敵地でスリランカに1－0 の勝利を収めた。
　FIFA（国際サッカー連盟）の世界ランキングで最下位（209位）のブータンは
後半36分、ツェリン・ドルジがカウンターから決勝ゴールを挙げ、
172位のスリランカを破った。

　2000年からFIFAに加盟し
たブータンは、同年のアジア
カップ予 選でクウェートに
0－20で歴史的大敗を喫した
弱小国。これまで資金不足
などでワールドカップ予選に
出場したことがなく、公式戦
での勝利も2008年にアフガニ
スタンを3－1で下して以来、
7 年ぶりとなった。

国連合唱団平和と希望のコンサート
広島・長崎・東京公演のお知らせ

2015年は、先の第2次世界大戦の終戦から70年を迎えます。

この節目の年に、国連合唱団が 8 月に 4 度目の来日をされます。 音楽を通じて、同じ時間と空間を
共有するみなさんと「ひとりひとりが、国境も、言語も、肌の色や宗教も越えて、もう一度原点に立ち
返って世界の平和を考える」そんな機会になる事を願って、国連合唱団「平和と希望のコンサート」
を開催します。コンサートは、8月2日（日）東京を皮切りに、 6日（木）広島、9日（日）長崎の3箇所で、
開催します。

今回の公演は、先の大戦で命を失った多くの人々に対して、心からの慰霊・祈念を行う事を第一の
目的としています。そして、そこにいる全ての方々の平和への思いと未来への希望が繋がれ、平和と
希望のバトンを運びます。

ＪＥＰＡ下地会長は特別顧問、徳田代表は副実行委員長として公演をサポートしています。

国連合唱団プロフィール
1947年ニューヨークの国連本部職員有志により結成される。
国際平和と安全の維持を主な目的に、紛争の解決、内戦・テロリズムへの対抗など、さまざまな平
和構築・支援活動を行う国連 (国際連合)。その職員たちが自費を費やして世界を回り、平和への
メッセージをうたってきた。色とりどりの民族衣装に身を包み、世界中の歌をうたう彼らのステージは、
美しく尊さに満ち溢れている。多くの観客を魅了し、そこにいる全ての人々の平和への思いを一つ
にしてきた。結成以来訪れた国は数十ヶ国にものぼる。国連合唱団は、音楽による心と心の交流を
通した平和実現のために、これからもうたい続ける。

「平和と希望のコンサート」広島・長崎・東京公演概要　 （開催日時順）

【東京公演】
 　　　日時 ・ 場所 　　　2015年 8月 2日 （土）　16時開演　紀尾井ホール （収容人員 : 800名）
【広島公演】
 　　　日時 ・ 場所 　　　2015年 8月 6日 （水）　18時30分開演　アステールプラザ 大ホール
【長崎公演】
 　　　日時 ・ 場所 　　　2015年 8月 9日（土）　18時30分開演　長崎ブリックホール



新時代を切り拓き、企業の発展に貢献する経済団体です。
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香
港
訪
問

Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ａ
役
員

英国の投資会社・香港支社長（左から2人目）と共に

　

4
月
、
下
地
会
長
お
よ
び
徳
田
代
表
は
香

港
を
訪
問
、
香
港
の
企
業
経
営
者
の
方
々
と

今
後
の
日
本
と
香
港
の
経
済
交
流
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。

中
小
の
資
金
繰
り　

改
善

景
気
回
復

「日
本
経
済
新
聞

　

15
年
4
月
12
日
電
子
版
」よ
り

家担保　老後ローン急増

新聞を読まない若者たち こ
れ
で
充
分

ふるさと納税って何？

　

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
が
改

善
し
て
き
た
。
取
引
先
と
手
形

な
ど
を
決
済
す
る
信
用
取
引
は

２
０
１
４
年
末
で
08
年
の
リ
ー
マ

ン
危
機
前
の
水
準
に
ほ
ぼ
回
復
。

中
小
企
業
か
ら
み
た
金
融
機
関

の
貸
し
出
し
姿
勢
も
バ
ブ
ル
期

並
み
の
積
極
さ
と
な
っ
て
い
る
。

景
気
回
復
で
需
要
が
膨
ら
み
、

中
小
企
業
の
破
綻
懸
念
も
緩
和
。

日
銀
の
金
融
緩
和
の
効
果
が
じ

わ
じ
わ
広
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　　

日
銀
の
資
金
循
環
統
計
を
み

る
と
、
「
企
業
間
信
用
」
に
輸
出

入
に
か
か
る
貿
易
信
用
も
含
め

た
残
高
は
14
年
末
時
点
で
約

２
２
８
兆
円
と
、
前
年
末
か
ら

８.

６
％
増
え
た
。
リ
ー
マ
ン
危

機
前
の
08
年
6
月
末
（
２
２
９

兆
円
）
以
来
の
水
準
だ
。

　

企
業
間
信
用
を
示
す
買
掛
債

務
は
、
企
業
が
製
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
代
金
を
後
日
支
払
う
と
約
束

す
る
こ
と
で
生
じ
る
債
務
。
製
品

な
ど
を
売
っ
た
企
業
か
ら
み
れ
ば

売
掛
債
権
に
な
る
。
中
小
企
業

が
取
引
先
の
大
企
業
な
ど
か
ら

余
剰
資
金
を
融
通
し
て
も
ら
い
、

運
転
資
金
や
原
材
料
の
調
達
資

金
を
確
保
す
る
動
き
な
ど
が
反

映
さ
れ
る
。

　

リ
ー
マ
ン
危
機
や
東
日
本
大

震
災
の
後
は
取
引
先
の
破
綻
リ

ス
ク
へ
の
警
戒
が
強
ま
り
、
企
業

間
の
決
済
は
現
金
決
済
に
シ
フ

ト
し
、
信
用
取
引
は
収
縮
し
た
。

日
銀
の
大
胆
な
金
融
緩
和
で
円

安
や
株
高
が
進
む
と
、
企
業
活

動
が
活
発
に
な
り
、
需
要
が
回

復
。
14
年
度
の
倒
産
件
数
が
24

年
ぶ
り
に
1
万
件
を
割
り
込
む

な
ど
取
引
先
の
破
綻
懸
念
が
和

ら
ぎ
、
信
用
秩
序
の
再
構
築
が

進
ん
だ
。

　

金
融
緩
和
の
効
果
は
銀
行
の

貸
し
出
し
姿
勢
の
変
化
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。
日
銀
の
企
業
短

期
経
済
観
測
調
査
に
よ
る
と
、

中
小
企
業
か
ら
み
た
金
融
機

関
の
貸
出
態
度
判
断
Ｄ
Ｉ
（
「
緩

い
」

－

「厳
し
い
」）は
プ
ラ
ス
15
。

１
９
９
０
年
2
月
調
査　
（
プ
ラ
ス

18
）
以
来
の
水
準
だ
。
借
入
金

利
も
「
低
下
」
と
の
回
答
が
「
上

昇
」
と
の
回
答
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
。
リ
ー
マ
ン
危
機
前

の
１
８
０
兆
円
台
ま
で
も
う
一

息
だ
。
た
だ
資
金
需
要
を
安
定

さ
せ
る
に
は
も
う
一
段
の
取
り

組
み
が
必
要
に
な
り
そ
う
だ
。

出版社の経営がひっ迫
している。新聞各紙の
売上部数も著しく減少。
何故か！

日本の新聞は明治以来、国や行政、
経済界の動きをわかりやすく国民に
伝える、という役割を担っており、
新聞各社が強固な宅配制度を維持し、
つい最近まで一家で一紙購読するの
が当たり前の時代だった。

今、一人暮らしの若者で新聞を定
期購読している人はほとんどいない
と言っても過言ではないだろう。
近代のメディアの発達と多様化、さ
らにインターネット社会の誕生は、
活字離れという問題をもたらした。

若者の新聞離れ、ひいては活字離
れが日本と日本人の将来に、一抹の
不安を抱かせるのは紛れもない事実
だろう。若者の学力の低下、思索の
欠如、さらには人間の質的低下に発
展しないとは決して言えない。

　少し前なら、電車で新聞を広げ
て読む姿は普通にみられたが、今、
電車に乗る若者が手にするのはほ
とんどスマホだ。たまに本を読む
若者を見るとオヤッとするほどだ。
確かに事実を知るにはインター
ネットの方が早い。

　しかし、事実をどう見るかという、
ものの見方を新聞は教えてくれる。
自分の価値観と違う見方を教えて
くれる。知りたい事実だけではなく、
「誰のため、何のため」という視点
で新聞は見せてくれるのだ。

　自宅を担保にして老後資金を借りることができるローン商品が話題になっている。担
保不動産を自分の死後に売却して一括返済する「リバースモーゲージ」だ。「老後が心配
だったけれど、気持ちが楽になりました」。横浜市でパートとして働く主婦は話す。62歳
になる会社員の夫と話し合い、残っていた住宅ローン800万円を一気に完済することに
した。主婦は「これで老後の家計に余裕が生まれそう」という。
　
　夫妻が住宅ローンを完済するために利用したのがリバースモーゲージローン。55歳や
60歳など一定年齢以上の人を対象に、銀行が融資する商品だ。利用者ははじめに自宅の
土地・建物を担保として銀行に差し入れる。現金が必要になったら、銀行が定めた金額
の範囲内で借り入れることができる。

　最大の特徴は、返済の仕組みにある。生きている間に返済する義務がないからだ。亡
くなった後、遺族などが手続きをして担保不動産を売却し、その代金で一括返済する。
子どもがいない夫婦など死後に家は不要という世帯が、ゆとりある老後生活のために現
金を借りる為の商品といえる。

　従来、担保の対象を高額の不動産に限る銀行が多
かったが、最近参入した地銀の場合、土地評価額が
おおむね 1千万円以上なら利用できる例が目立つ。
都市部の戸建て住宅であれば対象になりやすい。高
齢世帯が増える中で新たな収益機会として融資に積
極的な金融機関が増えている。
　
　長い目で見ると注意すべき点も多い。想定以上に
長生きする可能性だ。「かさむ生活費に充てるため借
り入れを重ねれば、早い時期に限度額に達してしまう」
と住宅ローンアドバイザーは指摘する。限度額は
「土地評価額の50％」などにも限られる。長生きし
ても生活費を賄えるか考えるのが大切だ。
　
　家は老後の家計を支える財産。高齢になれば介護
費用や老人ホーム入居でまとまった資金が必要にな
ることもある。いざというときに備えるためにも現
金化の方法を事前に考えておくことが有効だ。

税金の控除について（2015年制度改正後） 

ふるさと納税は、法律上は寄附金として取り扱われます。

ふるさと納税は、「納税」という言葉がついていますが、法律上は寄附金として
取り扱われます。そのため、寄附した額が税金より控除されます。個人の場合、
確定申告が必要です。（確定申告について）

ふるさと納税には、税制の優遇措置があり、寄附金が住民税・
所得税の控除の対象となります。
控除の対象となるのは、2,000円以上の寄附です。

2,000円はあくまで税金控除対象の下限であり、寄附を受け付
ける自治体によっては、受け付ける寄附金額の最低金額が別途
設定されているケースもあります。

※所得税の確定申告を行う必要のない給与所得者又は年金所得者で、
個人住民税の寄附金税額控除の適用のみを受けようとする場合は、寄附金を支払った
翌年の1月1日現在お住まいの市区町村へ、申告してください。

日本経済新聞　２０１５年４月１５日

破
た
ん
懸
念
和
ら
ぐ



下地常雄
Tsuneo Shimoji ,

Chairman

会　長

日本経営者同友会は、新時代を切り拓き、企業の発展に貢献する経済団体です

下記ホームページをご参照ください。

日本経営者同友会
http://www.jepa-net.com

在東京ブータン名誉総領事館
http://bhutan-consulate.org

特定非営利活動法人国連友好協会 
http://japan-un-friendship-association.org
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■ ご 挨 拶

企業を取り巻く環境が目まぐるしく変化する今日、 その変化への迅速な対応が企業経営者の

最大の課題と言えます。 こうした状況の中で、 中小企業経営者たちは自らを守りぬくために、

本質的な情報や真に価値ある知識によって、 新しい事態に生き抜く方策を見出し、 即時実

現していかなければなりません。 経営者同友会は、 国際的な視野を持ち、 国内外のシンク

タンクと共に常に最新情報が入手できる人脈ネットワーク作りをしており、 そのネットワークを

活用することで、 より多くのニーズに応え、 より充実した経済活動の展開を目指しております。

会員の皆様のお役に立てれば幸甚に存じます。

人脈は企業競争を生き抜く強力な武器です。

　  ●御社の発展に必要な専門知識は充分ですか？

　  ●御社の事業活動の幅を大きく広げませんか？

　  ●地理的な制約を超え、 さらに海外への進出を

　　 　検討しませんか？

日本経営者同友会では、 豊富な経験と知識を備えた多くの

スタッフによるサポート及び、 会員企業様が相互に発展でき

るようなチャンスをご提供いたします。 また、 長年に亘り築い

てきた強力な海外の人脈を活かし、 グローバルな企業展開

のサポートをいたします。

『人　脈』

企
業
様　

広
告

日本経営者新聞では、 広告の掲載を希望する企業
様を募集しています。 下記までご連絡をお待ち申し
上げます。
電話(03）5280-6222　e-mail: info@jepa-net.com

公益社団法人　被害者支援都民センター
JEPAも会員として応援しています。

　犯罪被害者等基本法が制定され、現在、さらに見直しを
されています。刑事司法関係機関や、行政機関などでも
少しづつ被害者を支える窓口や制度が整ってきています。
そうした変化の中でも変わらないのは、大切な方を奪われ
た犯罪被害者ご遺族の悲痛な思いです。

　この手記は、同センターの自助グループが編纂した 「もう
一度会いたい （遺族の手記　第14集）」 から抜粋させて
いただきました。

　 20０2 年 5 月、自殺願望のある元交際相手の女性から、
道づれにしようと事件当時 25 歳の長男が、 十数か所を
サバイバルナイフで刺され命を奪われるという事件に遭い
ました。

　 加害者が自首、自白。二ヶ月もの間「いつ殺そうか」という
殺意も計画性も、全てを認めていた事もあり、二ヶ月後に
刑事裁判が始まりました。たった十二年の判決でした。
せめてもの救いは心神喪失、心神耗弱の精神鑑定結果は
なかったことにあります。

　 十二年前、当時の刑事裁判は裁判員制度もありません。
被害者参加制度もありません。損害賠償命令制度もありま
せんでした。生きている被告人の量刑を決めるためだけの
刑事裁判を私たち家族は、法廷の傍聴席で、じっと聞いて
いる事しかできませんでした。

　 刑事裁判の中で、息子の名誉を守る事も、「被害者は殺
された息子だけではない、遺族がどんな苦しみを抱えて生
きているのか」という事すら、何も訴えることもできません
でした。

　 事件から二年後、やっと被害者支援都民センターとめぐり
会い、苦しいのは私一人ではない、被害者は皆様々な苦しみ、
悲しみと闘いながら励ましあって前向きに生きていけるのだ
という事を学びました。
　
　 その後、刑事訴訟法の改正、犯罪被害者等基本法の制定、
時効の撤廃等の法改正がありました。苦しみながら生きてい
る被害者の遺族の為に、被害者支援がいかに重要な事かを
改めて感じます。私たちの様な被害者になってほしくない。
でも悲しいことに悲惨な事件 ・ 事故が後を絶ちません。
　
　 事件 ・ 事故が無くなり苦しむ人がいなくなる事が本当の
望みではありますが、不幸にも被害に遭ってしまうと、被害者
は心に大きな傷を負ってしまいます。被害者は少しでも早く立
ち直り、人間らしい生活を取り戻す為には、被害者支援が
重要だと感じています。

　 今年十三回忌を迎え、やっと救急車やパトカーのサイレン
に胸を締め付けられる思いが薄らいできました。そうなれた
のも、家族や友人、息子の友達、支援センター等周りの人
との良い人間関係があったからだと感じています。

　 加害者の人権を考える前に、 被害に遭った人の救済が
なされる、加害者以上に被害者への手厚い支援、制度が
必要なのではないでしょうか。そんな社会になって欲しいと
望んでいます。

「13回忌を迎えて」　　　　M・I　さん


